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分類と目標 第一段階 第二段階 第三段階  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）行政の施策展開イメージ 

□景観資源に関する情報の収集と発信 
・市民との対話を通して市民感覚の把握、意識の共
有を図る 

□景観重要建造物・樹木の指定検討 
・保存、助成等の方針検討 

□景観形成誘導地区等の指定検討 
・勉強会、ワークショップの開催 

□景観重要建造物・樹木の指定・運用 
・助成制度の運用 

□景観形成誘導地区等の指定検討 

 

守る 
市民との対話を行いつつ、物
件や地区を指定し、保全を実
践していく。 

□公共施設の整備に関する方針の周知 
・事業担当課職員の勉強会等 

□景観重要公共施設の追加指定 
・新たな物件の指定 
□整備に関する各種指針の整備 

□景観計画・条例の内容追加の検討 
・努力目標・基準、地区の追加等 

□景観重要公共施設の継続運用 

□整備に関する各種指針の内容追加等 

□景観計画・条例の追加・見直し 

 

 

 

 

整える 
庁内関係課や関係団体、地域
等へ周知を行いつつ、地区指
定、計画の見直しなど景観計
画の充実を図っていく。 

□景観計画・条例に関する周知徹底 
・事業担当課職員の勉強会等 

□屋外広告物条例の検討 □屋外広告物の現況調査 

□地域地区の指定への検討 
・景観地区、高度地区等 

□地域地区への指定・運用 □景観に関する勉強会 
・先導的取り組みを行う地域の抽出 
・建築士会、広告美術協同組合連合会など関係者 
・伝統を守りつつ快適で美しい柳川らしいデザイン 
を考える 

□各種協定の検討 
・建築協定、緑化協定等 

□各種協定の締結・運用 

□柳川スタイルのデザイン手法に関する検討 
・地域性を生かした手法、作法書の作成 

□景観アドバイザー制度の活用による実現 

□景観資源の活用に向けた検討 
 ・関係各課との連携、情報共有 

□各種計画への反映、連携 
 

□計画に基づき、事業や施策の実施 
 

生かす 
柳川の財産である景観資源
を活用し、観光や産業振興、
定住促進につなげていく。 

□景観を生かした産業振興への意識付け 
・啓発冊子、勉強会、イベント等 

□意識の共有を図る 
・講座、地域ごとの学習会など 

□農漁業の担い手に対する意識付け 
・担い手が参加できる勉強会等のプログラム 

 
 
 

育む 
市民生活の中で景観づくり
について考える機会を設け、
意識の高揚につないでいく。 

（１）理想とする市民活動の展開イメージ 

●まずは第一歩！ 

★「柳川市の景観」に対する意識を持つ 

・身近なところから景観づくりの実践、協力
ができると、景観に気付き、取り組みが始
まります。 
◯家のまわりの草木の手入れ 

◯掘割沿いの草木の手入れ 

◯地域や行政の取り組みへの参加 

●みんなでやってみよう！ 

★仲間を集めての行動に発展する 

・自治会や近所の仲間に呼びかけ、話し合いや相談の
機会を持ち、活動の広がりを生みます。 
◯地域の美化活動、水落ちなど掘割の手入れ 

◯神社などの清掃、祭りなどへの積極参加 

◯まち並みウォッチングなどの企画 

気軽な参加から、徐々に広げていく視点で市民意識を高めていきます。 

●景観まちづくりの実践へ！ 

★地域や団体の活動として認められより実践的に 

・市の制度を活用し、地域指定やルールづくりなどを
目標に行政、専門家との協働により実践します。 
◯地域ごとの景観のルールづくり、地区指定 

◯ルールの運用、景観づくり活動の実践展開 

◯地域による景観イベント、他地域との交流 

３．計画策定後の取り組みイメージ 

□屋外広告物条例の制定 

□景観への意識付け 
・啓発冊子、ホームページの活用、イベント等 

□農漁業の振興による景観保全等の実現 
・NPO法人等との連携 ・市内への取り組み波及

□意識の継承 
・学校教育や生涯学習における「景観教室」の実施 

□景観保全に係る市民活動の支援 
・支援体制、組織の整備 

□景観保全に係る市民活動の促進 
・担い手づくり、ネットワークの構築 

□自主的な市民活動の支援、協働体制へ 
 


